
入　　札　　書(記載例）

令和　　　年　　　月　　　日

福岡県知事　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　会　社　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名

　　　￥　　　◎◎◎◎◎◎

　　但し、《北九州自動車運転免許試験場ガス供給》に係る、基本料金、ガス従量料
　金、原料費調整額及び調整料金に基づく参考総価比較額として福岡県財務規則を遵
　守し、入札いたします。

　　なお、上記参考総価比較額には消費税相当額は含まれておりません。

　　私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）に
　抵触する行為は行っておりません。

様式１の参考総価比較額を記載する。

日付は実際に入札書

を提出する日又は郵



様式１

No 摘　　要 摘　　　要 金　　額 備　　考

空調（直焚吸収
式）年間料金

様式２「空調年間料金(1)」の金
額を記載すること。

○○○○○

給湯年間料金
様式３「給湯年間料金(2)」の金
額を記載すること。

△△△△△

2 その他調整額
設定する場合は、年間調整額を
一括で記載し、詳細は別途添付
すること。

○△□

上記No.1とNo.2を合計した金額を記
載すること。

●▲■●▲■

内訳の単価が消費税相当額分を含ん
でいる場合は、ガス供給年間合計金
額(3)に110分の100を乗じて得た額
（１円未満切捨て）を記載するこ
と。
内訳の単価が消費税相当額を含んで
いない場合は、ガス供給年間合計金
額(3)を記載すること。

◎◎◎◎◎◎ 税抜金額

注

追加すること。

 ること。

 理は上述の条件に従うこととするが、調整額割増の場合は正（+）の値、割引の場合は負(-)の

 値、調整額の設定を行わない場合は０を記入すること。

・ 月毎のガス料金については、1円未満を切り捨てとする。

・ 様式２、３の基本料金及び従量料金の端数については、指定しない。

・ 様式２、３原料費調整額は、様式４の「原料費調整額一覧」のとおり記載すること。

・ 原料費調整額を除く調整額を設定する場合は、その他調整額欄に年間の調整額を一括で記載

 し、ガス供給年間合計金額の値に反映させること。
　
   併せて、調整額の説明及び計算式等を記載した調整額内訳（任意様式で可。）を添付す

・ 原料費調整額及びその他調整額の算出方法については、見積各者によるものとし、端数処

そのすべてを明細書に記載することとし、使用料金区分の欄が不足する場合は、必要に応じて

施設名（北九州自動車運転免許試験場）

1

ガス供給年間合計金額(3)

参考総価比較額

  ただし、１ガスメーターにつき、使用量に応じた複数の契約希望価格単価を設定する場合は、この金額を入札書に

記載する。（１円未満

切り上げ）

設定する場合のみ記載

する。（設定しない場合

は、記載不要）



従量料金 原料費 従量金額 料金⑤

単価③ 調整額④ ②×（③+④） ①+②×（③+④）

空調 10月
5,442

㎥

11月
1,468

㎥

12月
1,430

㎥

1月
4,571

㎥

2月
5,340

㎥

3月
5,277

㎥

4月
3,650

㎥

5月
1,239

㎥

6月
443

㎥

7月
2,845

㎥

8月
6,866

㎥

9月
6,910

㎥

○○○○○空調年間料金(1) 空調料金（１２か月分）の合計金額を記載すること。

様式２ 施設名（北九州自動車運転免許試験場）

用途 使用月 使用量区分 基本料金① 数量② 単位

この金額を様式１の

No.1「空調（直焚吸収

端数の

指定な

し

１円未

満切り

捨て

②×（③

＋④）の

金額をそ

のまま記

載するこ

と。（端数

処理しな

い。）

複数の契

約単価を

設定する

場合に使

用すること。

端数の指定なし

「原料費調整額

④」の単価は、

様式４に記載し

たものと同額と

なっていること。



従量料金 原料費 従量金額 料金⑤

単価③ 調整額④ ②×（③+④） ①+②×（③+④）

給湯 10月
15

㎥

11月
27

㎥

12月
33

㎥

1月
43

㎥

2月
44

㎥

3月
46

㎥

4月
37

㎥

5月
33

㎥

6月
27

㎥

7月
24

㎥

8月
14

㎥

9月
14

㎥

△△△△△給湯年間料金(2) 給湯料金（１２か月分）の合計金額を記載すること。

様式３ 施設名（北九州自動車運転免許試験場）

用途 使用月 使用量区分 基本料金① 数量② 単位

この金額を様式１の

No.1「給湯年間料金」の

端数の

指定な

し

１円未

満切り

捨て

②×（③

＋④）の

金額をそ

のまま記

載するこ

と。（端数

処理しな

い。）

複数の契

約単価を

設定する

場合に使

用すること。

端数の指定なし

「原料費調整額

④」の単価は、

様式４に記載し

たものと同額と

なっていること。



様式４ 原料費調整額一覧

使用月 原料費調整額適用月 原料費調整額 備考

10月 令和６年10月

11月 令和６年11月

12月 令和６年12月

１月 令和７年１月

２月 令和７年２月

３月 令和７年３月

４月 令和７年４月

５月 令和７年５月

６月 令和７年６月

７月 令和７年７月

８月 令和７年８月

９月 令和７年９月

端数の指定なし

様式２及び様式３

内の「原料費調整

額④」の単価に反

映させること。


